
令和４年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

学校法人 鳥井学園 明泉寺幼稚園 

１．本園の教育目標 

 心身共に健康で人間性豊かな幼児の育成を目指す。 

       ・明るく元気な子ども         ・素直で思いやりのある子ども 

       ・よく考えて正しく行動できる子ども  ・最後までがんばりぬく子ども 

 

２．本年度の重点的に取り組む目標・計画 

 素直で思いやりのある子どもを育てる。  

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する   

 

４．幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果 

評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する   

 

５．今後取り組む課題 

 

６．学校関係者評価委員会の評価   

令和４年度もコロナの影響があり、なかなか思うような園生活が送れない中 職員の皆様は、色々な事に

チャレンジして下さいました。感謝いたします。保護者アンケート調査の結果もかなり良い結果でしたこ

とにとても安心しました。令和５年度に向けて取り組む課題を園長先生以下職員の皆様で達成して頂きた

いと思います。 

学校関係者評価委員      印  

                           学校関係者評価委員      印 

                             学校関係者評価委員      印 

委員会実施日  令和 5 年 ３月 28 日  

評価項目 評価 評価の理由や取り組み内容 

保育の質の向上  

B 

一人一人の様子を観察し、その子に合わせた声掛けや援助の

仕方を工夫した。日々の子どもの成長を保育者同士で伝え合

い、園全体で子どもを見守る体制作りに努めた。 

保護者の多様な価値観を受けと

め、共感的に寄り添い、家庭と

の連携を図る。 

  

B 

園だより（スピンオフ園だより）や学級通信を通して子ど

もの学びや育ちの姿を伝え、喜びを共有できるように努め

たが、ＳＮＳを通した情報発信の試みはマンパワーと個人

情報保護の点で課題が残った。 

評価 理由 

 

Ｂ 

「子ども一人一人のよさを認める保育」や「幼小連携指導３項目：あいさつ・聞く力・集

中する力」について、全教職員が共通理解し、１つ１つの課題解決に向けて取り組ん

だ。その結果、保護者の「教育活動に関するアンケート」からも総合的に肯定的な評価

を得ることができた。 

課題 具体的な取り組み方法 

保育内容の改善 多様な体験活動を重視した教育活動の推進に努める。 

・教育環境の構成と保育者の援助の仕方の工夫 

コロナ後の園の見え

る化 

・行事等の保護者参加の工夫・情報発信の多様化・ＰＴＡ活動の再開等 

働き方改革と教師

の資質向上 

時間を確保し、園内での職員研修を計画的・継続的に行い（園外研修の報告

会など）、保育の質の向上に努める。 


